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r-r +C〔可 ∫ (1-2)




















見なすことが出来る｡従って (1-4)式′を満す n(T) を得るには与えられた甲(T)と
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稽葦が一様な系では 帰 ,)-帰 ,,A)-nqとなりg,gは ,-,′の関数である｡









































































































のに一様な系のgを代 り紅由いてgは 〔3-6)式の積分変数 f",,Wに対応する位置で
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方(0)(q,W)--∑ , ♂-o (4-3)
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S(ちn)はgのフーリエ変換でgの定義と同様に構造因子 S鴫 n)から得られる.


















打tq,W)で W主O, q-Oとして直接的に得られる圧縮率7㌦ の値七電媒定数 を剛 ､て





ここで Gfは自由電子ガス系の圧縮率である｡ (4-6)式を周いると(4110 )式
は次のように与えられる｡
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Ll-Eo弓 〝drd,'i77 (- -,'･小 1) (4-13)
E.tは自由電子ガス系のエネルギーである｡し4-13)を(4-14)に代入 して微宝
を実行してフ-リエ変換すると
を-+ # {1+ 2n;･喜n2意吉(;tk- ,- 1 , (4114,
となり(4- ll)と一致する｡
























qBi-mQ(9)-一丁 {1･2nSTn雷 電 }炉 〔克,a)-1,q
-一字等 {1.2桟 ･喜n2意 {紬 n,-1} し- 17,q
となる｡すなわち §3･の(3-9)式をK(,-,I)に用いた場合そのフーリエ変換であ






める実例 としてtL4-6)式のS【k,a)にHartree-Fock 近似ゐSを代 りに用いてみ
ょぅ4.)この場合 SHF- SHFである.
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関数 g(')に結びつけて自己無種着にK('-''),g(') を求めるようには定式化 してい
ないことを述べておきます｡
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